青年の 時 は、 だれでもつ まらない ことに 熱情 を もつ 

もの だ。 

その 頃、 地方の 或る 高等学校に 居た 私 は、 毎年 初夏 

の 季節に なると、 きまって 一 つの 熱情に とりつかれた _ 

それ は 何でもない つまらぬ ことで、 或る 私の 好きな 夏 

帽子 を、 被って みたい とい ふ 願 ひで ある。 その 好きな 

帽子と いふの は パナマ 帽 でもな く タス カンで もな く、 

あの 海老茶 色の リボン を 巻いた、 一高の 夏帽子だった 

の だ。 

どうして そんなにまで、 あの 学生帽 子が 好きだった 

のか、 自分ながら よく 解らない。 多分 私 は、 その 頃 愛 



読した 森鷗外 氏の 『青年』 や、 夏 目漱石 氏の 学生 小説 

などから 一 高の 学生た ち を 聯想し、 それが 初夏の 青葉 

の 中で、 上野の 森な ど を 散歩して ゐる、 彼等の 夏帽子 

を 表象 させ、 聯想 心理に 結合した 為で あらう。 

とにかく 私 は、 あの 海老茶 色の リボン を考 へ、 その 

書生 帽子 を 思 ふだけ でも、 ふしぎにな つかしい 独逸の 

戯曲、 アルト. ハイデル ベル ヒを 聯想して、 夏の 青葉 

に そよ いでく る 海の 郷愁 を 感じたり した。 

その 頃 私の 居た 地方の 高等学校 では、 真紅 色の リボ 

ンにニ 本の 白線 を 入れた 帽子 を、 一高に 準じて 制定し 

て 居た。 私 は それが 厭だった ので、 白線の 上に 赤 イン 



私 は 女 等 を 追 ひ 越しながら、 こんな 絶好の 場合に 際 

チャンス 

して 機会 を 捕へ なかった ことの 愚 を 心に 悔いた。 

だが 丁度 その 時、 偶然のう まい 機会が 来た。 私が 汗 

をぬ ぐ はう として、 ハンケ チで 額の 上 を ふいた 時に、 

帽子が 頭からす ベ り 落ちた。 それ は 輪の やうに 転が つ 

て 行って、 すぐ 五六 歩 後から 歩いて 来る、 女た ちの 足 

許に 止まった。 若い 方の 娘が、 すぐ それ を 拾って くれ 

た。 彼女 は 恥ぢる 様子 もな く、 快活に 私の 方へ 走って 

来た。 

「どうも どうも、 ありがたう。」 

私 は どぎ まぎしながら、 や つ と 口の 中で 礼を言 つ た _ 
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